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検診を受けよう !  簡単受診ガイド

お得に受けられるがん検診と対象者

※50歳以上の奇数月生まれの人の胃がん検診は、X線検査か内視鏡検査のいずれか
※子宮がん検診（体部）は、医師が必要だと判断した場合のみ頸部と併せて実施
※40歳以上の女性の乳がん検診は、超音波検査かマンモグラフィのいずれか
▪がん検診無料券の発行　 1003369
対市民税非課税世帯の人、生活保護受給世帯および中国残留邦人などに対する支援給付受給世帯の人
申受診前に、QRで申込み、または刈谷市個人負担金免除申請書（保健センターで配布、郵送可、市 で
　ダウンロード）を郵送または直接、保健センター（〒448-0858 若松町3-8-2）へ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象年齢　　　　　検診・費用 20代 30代 40代 50歳以上

胃がん検診（X線検査）内発泡剤（胃を膨らませる薬）とバリウム
を飲み、胃の中の粘膜を観察します。￥2,000円

胃がん検診（内視鏡検査）内口または鼻から胃の中に内視鏡を挿入
し、胃の内部を観察します。￥2,000円

大腸がん検診　内採便し、便の中に血液がないか調べます。
￥500円

肺がん検診　内胸部のX線撮影を行い、所見を調べます。
￥500円（65歳以上無料）

子宮がん検診　内子宮の頸部（入口）からブラシが付いた器具で
擦って細胞を取り、異常がないか調べます。￥1,000円

乳がん検診（超音波検査）　内超音波による画像から所見を調べます。
￥1,300円

乳がん検診（マンモグラフィ）　内乳房を片方ずつプラスチック板
で挟んで撮影し、しこりや石灰化がないか調べます。￥2,000円

前立腺がん検診　内採血し、PSA値を測定します。￥1,000円

肝炎ウイルス検診　内採血し、HBs抗原およびHCV抗体の有無を
調べます。

 40歳以上

 40歳以上の女性

 40歳以上

 40歳以上で市の受診券を使って
 検査を受けたことがない人

 40歳以上の男性

 40歳以上

 20歳以上の女性

 20歳以上の女性

 50歳以上の奇数月生まれ

受診券を受け取る
　受診を希望する対象者は、QRま
たは電話で申請してください。
　すでに受診券が届いている人は、
手元の受診券を使用してください。
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　予約日時
　　　　月　　日　　時
　医療機関　

所見があった人
は必ず精密検査
を受けましょう。

※対象者や受診科目などの詳細は、下の表をご覧ください。
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がんの患者や家族を支援する制度

動画「がんの話をしよう」

　 がん患者補整具購入費助成事業　　  1010739

　 ひまわりサロン（がんと診断された方とご家族の会）

ひまわりサロン参加者の声

　 若年がん患者在宅療養費助成事業　  1014009

　がん治療におけるウィッグや乳房補整具の購入費用
を助成します。4月から、エピテーゼも対象となりました。

　刈谷市ホームタウンパートナーのシーホー
ス三河、デンソーアイリス、トヨタ紡織サン
シャインラビッツの選手などが、がんについ
て知っていることや、がん検診の体験談を話
しています。20・30代の選手たちが、がん
をどのように捉えているか知り、若い世代の
皆さんも自分の体について考えてみましょう。

問がん相談支援センター（☎25-8110）
時6月15日㈪、7月27日㈪14時～15時30分
場刈谷豊田総合病院 診療棟4階 がん情報ラウンジ
内がん患者や家族が集い、がんについての疑問や不安、
　悩みなどを語り合い、共に学ぶ場です。
対がんと診断された人と家族
※他院を受診している人も参加可
他8月以降の日程などの詳細は、病院 ・ LINEをご覧く
　ださい。

　終末期の若年がん患者（40歳未満）が自宅で療養生
活を送る際の在宅サービスの利用料や福祉用具の購入
費用を助成します。

　ひまわりサロンでは、座談会や専門職による講話を行っています。心配事や困り事を語
り合うことで、気持ちの共有や、悩みを解決するヒントを得ることができるかもしれませ
ん。私たち職員や、年に数回がんの経験者であるピアサポーターも参加します。お気軽に
お越しください。

　喉頭がんを患い、不安や悩みを自分
だけで処理することは孤独との戦いだ
と感じることがあります。話を聞いて
くれる相手が目の前にいることや、言
葉のキャッチボールができることが喜
びとなり、「1人じゃない」と思うこ
とができました。サロンに参加すると、
心の痛みが減り、安心につながります。

　サロンは「自分が自分らしく話せる
場所」。卵巣がんなどを患い、これま
での日常生活を送ることができず、家
にいても暗い気持ちになる日もありま
す。近所の方に話すと、「どう思われ
るだろう」と考えると話すことができ
ません。しかし、私はがんと向き合い、
サロンに参加することで今を生きてい
ることを実感できています。

深谷さん 小林さん

健康推進課公式Instagramで健康づくりに関する情報を発信しています！

YouTube

Instagram
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